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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     

 本学位論文「Query Processing over Probabilistic Data with Gaussian Distributions」

（ガウス分布に基づく確率的データに対する問合せ処理）は，ガウス分布に基づく確率的デ

ータに対して，新たな問合せ処理のアプローチを示した論文である． 

 センサ情報処理，統計処理，データマイニングなどにおいて，今日では確率的なデータが

広く利用されるようになった．このため，確率的データを蓄積管理する確率的データベース

に注目が集まっており，多くの研究がなされている．本研究では，確率分布の代表的なもの

であるガウス分布（正規分布）に着目し，ガウス分布データに対する問合せ処理の手法を提

案し評価している． 

 本論文は 5章から構成されている．第 1章は序論であり，研究の背景について述べ，研究

の目的とその必要性について議論し，関連研究について説明している． 

第 2章ではガウス分布のデータオブジェクトに対する確率的範囲問合せの手法について述

べている．この問合せは，問合せオブジェクトから指定された距離内にある確率が与えられ

た閾値以上であるようなガウス分布オブジェクトを求めるものである．本研究では，問合せ

オブジェクトが点データである場合とガウス分布データである場合の 2通りについて，新た

な索引構造を用いた効率的な問合せ処理手法を提案し，他の手法と比較して効率性を実証し

ている． 

 第 3 章では，期待距離に基づく k 最近傍問合せについて述べている． この問合せは，問

合せ点から各ガウス分布への距離の期待値である期待距離を求め，期待距離が小さい順に k

件のガウス分布オブジェクトを求める問合せである．こちらについても，前処理の方式や索

引の構成法を工夫し，効率的に問合せ処理を実行する手法が示され，実験により検証されて

いる． 

 第 4章では，ガウス分布の類似問合せ手法を示している．ここでは，確率分布の類似度を

測る尺度の一つであるカルバック・ライブラー情報量を想定し，スカイライン問合せ，ラン

ク集約などのアイデアを組み合わせた複数の問合せ処理のアプローチを提案し，比較してい

る．詳細な実験を行うことにより，各手法の特性や効率などを明らかにしている． 

 第 5章では本研究の総括を行っている．研究全体の評価と，本研究内容の今後の発展の方

向について議論している． 

 本論文では，ガウス分布を対象として，範囲問合せ，最近傍問合せ，類似問合せを確率的

な立場で一般化した問合せを考え，効率的な問合せ処理方式を示している．ガウス分布は多

くの分野で用いられている確率分布であることから，本研究は学術上の意義があるだけでな

く，実世界の応用においても発展が大いに期待できる．よって，審査委員会は論文提出者の

董婷婷（DONG Tingting）君が博士（情報科学）の学位を受けるに十分な資格があるものと

判断する． 

 


